
東北アルコール関連問題ソーシャルワーカー研修会 in 山形大会 
(一般社団法人日本アルコール関連問題ソーシャルワーカー協会 東北支部研修会) 

開催要綱 

 

『継 承 ～技を引き継ぎ、志を受け継ぐ～』 

アルコール関連問題は生活のあらゆる場面に関わっており、本人だけでなく、家族や周囲の人々、

社会全体に様々な影響をもたらします。本人や家族が相談に訪れた際には、先の見えない不安や焦

りなどの思いがあふれ、すでに深刻な状況に陥っていることも稀ではありません。私たちはこのよ

うな状況においてこそ、回復を信じ、寄り添い、かかわり続けることが求められます。難しい場面

でなお、実践を続けてきた東北の先達に援助技術を学び、その志を引き継ぐとともに、明日、目の

前にいる人やこれから出会う方々とかかわり続ける力になる、そんな研修会を企画しました。 

 

 

【日時】平成２７年５月１６日（土）～５月１７日（日） 

【会場】天童ホテル（山形県天童市鎌田本町２－１－３） 

【対象】アルコール関連問題に関心を持つ精神保健福祉士(ASW＆PSW)及び関係者 

 

【プログラム】 

５月１６日（土） 
15:00〜 

 

開会式 

15:30       16:20 

 

「基礎講座」 

 16:30            18:00 

 

「実践講座」 

 

 

休 

憩 

18:30〜 

 

「情報交換・交流会」 

 

 

「夜間集会」 
 

 

 

 

「かかわり続ける、語り継ぐ」の基礎講座  

講師 齋藤健輔（宮城：東北会病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「かかわり続ける、語り継ぐ」の実践講座 

               講師 佐藤光幸（秋田：翠香苑） 小関清之（山形：秋野病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルコール依存症になるまでやめられない人とそうでない人との違いは何なのか？ 

なぜアルコールを飲み続けるのか？そんな疑問から始まった援助者としての出発。 

クライエントの抱える生活困難の背景にあるアルコール問題に気づき、理解し援助することが専門

職としての大事な基盤と感じます。 

クライエントの回復を信じ、関わっている方、これから関わりを持ち始める方、関わりを持ちたい

と思っている方、共に学び考える時間を共有しましょう。 

アルコール関連問題に関わるのは「難しい」「孤独」「報われない」そんなイメージが巷では飛び

交っているのではないでしょうか。しかし、一方でクライエントに真摯に向き合い、長年関わり

続けてきた先輩たちもいます。彼らはどうやって関わり続けることが出来たのでしょうか？ 

そんな疑問がきっかけとなり企画されたのが、この実践講座です。 

「知識としては分かるけど、実際にはどんなふうにすればいいの？」と新たに関わりを始めよう

としている人。「私の関わり、これでいいのかな？」と孤軍奮闘している人。「アルコール依存症

の回復がまだ信じられない」と思い悩んでいる人などなど… 

素朴な疑問や実践の悩みを先輩に相談してみましょう。 

ベテラン ASW による、みんなのためのアルコールよろず相談室を開催します‼ 

日本 ASW 協会東北支部総会 



 

５月１７日（日） 

 

 

 

「連携と協働の新たなステージを目指して」のシンポジウム 

                    

話題提供者 

大島 希（臨床心理士:佐藤病院）         高橋直隆（精神保健福祉士:米沢市役所） 

高谷恵理（保健師:山形県精神保健福祉センター）  近藤深雪（看護師:若宮病院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】  

東北アルコール関連問題ソーシャルワーカー研修会 in 山形大会 実行委員会事務局 

〒９９４－００１２山形県天童市大字久野本３６２－１ 医療法人社団斗南会 秋野病院 

地域連携室・医療相談係  （担当 PSW 木川真也・椎名貴子） 

E-mail  sk_psw@yahoo.co.jp 
✴ E メールでのみのお問い合わせになります。少しお時間をいただく場合がありますことを、あらかじめご承知おきください。 

 

 

in 山形大会実行委員会 

大泉裕美(寒河江の庄病院)・大島希(佐藤病院)・大沼惠里奈(天童市健康センター)・木川真也(秋野病

院)・○小関清之(秋野病院)・近藤深雪(若宮病院)・椎名貴子(秋野病院)・庄司こず惠(南相馬市役所)・

白田幸輝(若宮病院)・◎高橋直隆(米沢市役所)・高谷恵理(山形県精神保健福祉センター)   
(◎実行委員長  ○日本 ASW 協会東北支部理事)   ※五十音順 

 

9:30                 11:20 

「シンポジウム」 
11:30〜 

閉会式 

 

依存症者の方々とお会いするのはいろんな場面があります。 

また、目の前におられるのは、本人でしょうか、家族でしょうか、はたまた関係者の方の困っ

た・・なのでしょうか。 

ライフステージや働いている場所、職域で、出会う機会はさまざまです。 

また、広範囲で多くの問題が、将来を含めてさまざまに関わります。 

その問題の大きさに立ちすくみたくなる時もありますが、関わってくる中で、私たちの中にも、

その人との出会いを通じて得てきたものがあったように思います。 

 

うまくいったこと、うまくいかなかったこと、共有できる視点、より重層的な関わりとはなに

か。依存症に関わる、それぞれの専門職の立場からの関わり方や視点からの、語りをつうじて、

お互いの視点を補完して、違いを大事にして、連携をとれていけるような気がします。 

 

目を閉じると、うかんでくる人はいませんか。その人との出会いの中でひきあげられてきたも

の。うまくいった経験だけでなく、インパクトの強い体験や苦い経験、そのような姿なども語

り合いたくないですか。 

 

各シンポジストだけでなく、フロアーの皆様も共に、目の前に浮かんでくる人との想い、姿、

関わり培ってきた経験を語りたくなり、それらを共有しながら明日への糧となる、そのような

語り合える舞台になればと思っています。 


